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 活動報告 

 

飯田小学校６年生の学習発表 

加湿空気清浄機を設置しました！ 

 

人権コーナーを設置しました！ 

九重ライオンズクラブより 

飯田公民館へ 

  机の寄贈がありました！ 

 



※※※※※※※※※※※※※※（ 飯田ふれあい交流センター ）※※※※※※※※※※※※※※ 

こんにちは 

 

 

 です 
 

 

九重町議会「一般質問」を傍聴 !! 

                

 
令和４年第１回九重町議会が３月１日から

開催されました。今回は、新年度（令和４年度）

の「施政方針」と「教育行政基本方針」の説明

を受けての一般質問でした。 

 この一年、町長がどのような考えや方針で町

政を進めていくか明らかにされました。 

 なお、一般質問は、７人の議員さんが行ない、

飯田地区まちづくり協議会からは７日（月）に

６人が、８日（火）に２人の方が傍聴しました。 

 

議会を傍聴する皆さん 
   （上）３月７日 ↑ 
 
      （右）３月８日 → 
 

  
この１年の「一般質問」の状況 

  

◇ 〇 △  旧暦のある暮らし  △ 〇 ◇ 

議席 

番号 
氏 名 

令和３年 令和４年 

備考 ３

月 

６

月 

９

月 

１２

月 

３

月 

１ 佐藤 明郎 ③ ― ⑦ ⑥ ⑦ 副議長 

２ 岩尾 茂樹 ④ ④ ⑤ ② ②  

３ 野上香代子 ⑥ ① ② ⑨ ①  

４ 岐部 俊哉 ⑧ ― ④ ⑧ ―  

５ 麻生 良典 ① ③ ③ ④ ⑥  

６ 増田 裕子 ⑤ ② ① ① ④  

７ 土井眞一郎 ― ― ― ― ―  

８ 大津留敏加 ― ⑤ ― ③ ―  

９ 有吉 富生 ⑦ ― ⑥ ― ③  

１０ 佐藤 博美 ② ― ― ⑦ ⑤  

１１ 欠  員 ― ― ― ― ―  

１２ 菅原 美好 ― ― ― ⑤ ― 議長 

計 8 人 5 人 7 人 9 人 7 人  

※ 〇の中の数字は、質問の順 
 

 
「春分」〔新暦では、３月２０日～４月３日頃〕 
 

春分とは、太陽が真東から昇り、真西に沈む

日のこと。昼と夜が同じ長さになる春分の時期

を二十四節気の大きな節目のひとつとします。 
 

初候）雀
すずめ

始
はじ

めて巣
す

くう〔新暦 3 月 20 日～24 日頃〕 

雀が枯草や毛を集め、巣を作り始めるころ。 

瓦の下や屋根の隙間など、ひょっこり顔を覗かせます。 
 

次候）桜
さくら

始
はじ

めて開
ひら

く 〔新暦 3 月 25 日～29 日頃〕 

 その春に初めて桜の花が咲くころ。 

 古来、人は桜を愛で、数々の歌を詠んできました。 
 

末候）雷乃
かみなり

声
こえ

を発
はっ

す〔新暦 3 月 30 日～4 月 3 日頃〕 

 春の訪れを告げる雷が鳴りはじめるころ。 

 恵みの雨を呼ぶ兆しとして、よろこばれたそう。 
 

春季全国火災予防運動 ３月１日（火）～７日（月） 
  
 春３月は空気の乾燥や強風など、火災が発生

しやすい季節でもある。近年の住宅火災は、モ

バイルバッテリーの発火や電気ストーブの経

年劣化による引火などから、火災につながるケ

ースも増えているという。「春季全国火災予防

運動」を実施する消防庁では、住宅防火の三つ

の習慣として「寝たばこは、絶対やめる」「ス

トーブは、燃えやすいものから離れた位置で使

用する」「ガスこんろなどのそばを離れるとき

は、必ず火を消す」を挙げている。火気の取り

扱いの不注意・不始末が、思わぬ火災を生む。

昨年、栃木・足利市で発生した山林火災も、火

の不始末など人為的なものが原因ではないか、

との見方がある。 
 

 
防火対策の出発点は、“絶対に火事を起こさな

い”との意識だ。“自分だけは大丈夫”という心

の隙が大事故になる。 

「人間には、『慣れ』という感覚がある」「危 

機管理とは、まず、自身の、その感覚を打ち破

るところから始まる」 

と。  （新聞記事より） 

 「折々の点検」  

「火の元の確認」  

という「小事」の  

積み重ねが、事故  

という「大事」を  

防ぐことになるん 

ですね。         
  




